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巻頭言�

　最近友人から面白い言葉を聞かされました。�

　多くの人は「考える」「考えている」と言い

ながら、何も考えていないんだ。�

　それは、「考えている」のではなくて「悩ん

でいる」だけなんだと…。�

　そう言われてみると確かに自分も「考える」

行為と「悩む」という行為が、ぐちゃ混ぜにな

ってるなと、納得してしまいます。�

　僕たちは本当に考えているのかな？�

　ただ悩んでぐちぐち文句ばっかり言ってるん

じゃないのかな？なんて反省しきりです。�

　マザーテレサが、「愛情」の反対言葉は「無

関心」です。と言いましたが、ある人が「成功」

の反対言葉は「無行動」だ。と言っていました。�

　この「無関心」「無行動」はどうして起きる

んだろう？�

　それは多分、「面倒くさいから」という答え

が返ってきそう。恐ろしいなぁ。�

　混沌とした、この現在の環境の中で、「悩む」

「無関心」「無行動」を、「考える」「関心を

持つ」「行動する」という言葉に代えてみるだ

けで、ちょっと元気になれるような気がしませ

んか？�

　今、組合ではいろいろな情報を発信し、いろ

いろなセミナーを開いていますが、只情報を集

める、只セミナーに参加するだけではなく、そ

の三つの言葉を実践できるよう、自分自身を奮

い立たたせることが、まず最初にしなければな

らないことではないかと思っています。�

　さあ、一歩踏み出しましょう。�

最近気に入っている「言葉」たち�

マーケティング委員長　鬼頭　則夫�
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　富士フイルム㈱は、重点事業の
グラフィックシステム事業の主要
製品であるオフセット印刷用刷版
材料「サーマルCTP版」で、経済
産業省、関係省庁が推進する「カ
ーボンフットプリント」の表示の
使用許諾を得た。今回の使用許
諾は、印刷関連資材としては初
めてとなる。今春に発売が予定さ
れている環境配慮設計プレート
「ECONEX XP－F」より、「カ
ーボンフットプリント」の表示を
進める。 �
　富士フイルムは、これまでも環
境負荷の軽減や省資源を目的とし
た環境配慮設計に取り組み、製品
の環境品質の向上を図ってきた。
印刷用刷版材料においては、吉田
南工場のPS版／CTP版生産工程で
発生するテストサンプルや端材な
ど製品として使用されない廃材ア
ルミニウムを再び同じ製品に再生
する「クローズドループリサイク
ル体制」を推進するなど、CO2排

出量の軽減を実現している。また
21年より経済産業省及び関係省庁
が推進する「カーボンフットプリ
ント制度試行事業」に参加し、カ
ーボンフットプリント普及に向け

た活動を実施している。 �
　「カーボンフットプリント」は、
製品の①原材料調達、②生産、③
流通・販売、④使用・維持管理、
⑤廃棄・リサイクルまで、ライフ
サイクル全体の温室効果ガスを
CO2量に換算し、マークを使って
分かりやすく表示するもので、今
回、サーマルCTP版で「カーボン
フットプリント」マークの使用許
諾を得たことを受け、まずは、従
来品よりも現像液の補充量を最大
40％削減し世界トップクラスの低
廃液量を実現する「ECONEX XP
－F」から同マークを表示していく。
また、順次、「ECONEX XP－F」
以外のサーマルCTP版での表示も
展開していく予定である。 

■暖かな日が続いているせいか、
横断歩道の脇の花壇の梅の花が咲
き始めた。誰が世話をしているの
かわからないが、毎年咲いている。
満開とまではいかないが、幾日か
すれば満開になるだろう、いまか
ら楽しみである。■今月は、中部
地区印刷協議会・平成21年度下期
会議」の模様を報告しています。
会議では、全体会議、分科会、業
態変革実践事例発表会など、身の
ある会議が行われましたので、今
月号と来月号にまたがり報告しま
す。ご期待ください。■理事会が
開催され、第１回の「ポスターグ
ランプリ」（テーマ：環境保護）

の実施要項（案）が示されました。
「デザインに興味を持つ大学生、
専門学校生、高校生などを対象に
グラフィックデザインの作品コン
ペを通じて、デザイン力の向上を
図ることを目的としています。同
時に、将来性のあるデザイナー育
成の登竜門として位置付け、印刷

産業界とデザイン関連業界の発展
を支援します」ことを目的として
います。応募締切は、８月31日に
なっています。入賞作品展の展示
は９月28日から10月３日、電気文
化会館キャラリーで行います。そ
の他、具体的な事項が決まり次第
報告させていただきます。�

■TOPICS

 富士フイルム印刷関連資材で初�

「カーボンフットプリント」の表示�
（サーマルCTP版）をスタート 

事務局だより�

カーボンフットプリント�
１ケースのCO2換算量�
のマーク�

算出した「CO2量」を表示�

オフセット印刷用刷版�
材料「サーマルCTP版」�
の「カーボンフットプリ�
ント」表示�

〈参考〉カーボンフットプリントマークを貼付した店頭販売製品�

　　　カーボンフットプリントマークを貼付で全国で第１号と�

　　　なった日本ハムの製品�

環境配慮設計プレート「ECONEX XP－F」�
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菊半裁反転機構付4色オフセット枚葉印刷機�

　理事会は村瀬誠専務理事の司会で進められた。�
　議事に先立ち、w井理事長が挨拶に立ち、「最近
感じること」と前置きして、情報の流れの速まり、
情報を伝える手段の多様化を挙げ、「ネット社会が
定着して、経済・社会の仕組み、そのものが本格的
に変わってきていると思います」と述べた。また、
経済情勢にふれ、現在の景気低迷が「一過性のもの
ではないのではないか、という気がしています」と
懸念を表明した。更に、印刷業界はかつて十五兆円
産業になるといわれた時もあったが、その後は低迷
し、現在は閉塞感に包まれていることを指摘する一
方で、「大変な時代ですが、成長に向けて新しいビ
ジネスモデルをつくって行かなければいけない」と

強調。そして、「そのために組合として、どんどん
情報発信をして行きたいと思っています」と決意を
述べた。�
　この後、w井理事長を議長に議事及び報告事項の
審議に入った。�
　●議事�

　〈組合員の加入・脱退の件〉�

　資格変更＝(有)マンタニ商会（萬谷恵子／東南支部）�
　脱退＝松永印刷所／ノエックス㈱�
　（加入累積３／脱退累積７／組合員総数308／平
成21年度期首312）�
　〈平成21年度決算見込み〉�

　収入の部（試算表）＝5,2473,000／支出の部（試

算表）＝52,473,000／利益額＝1,876,000�
　〈平成22・23年度役員推薦会議の件〉�

　役員推薦会議（平成21年10月13日）で次の４氏が
副理事長候補者として推薦されたことが報告され、
承認された （（　）内は担当委員会）。�
　木野瀬吉孝（組織・官公需委員会）／細井俊男（経
営革新・環境委員会）／鳥原久資（マーケティング委
員会）／岡田邦義（共済・労務委員会／教育委員会）�

（敬称略）�
　また、委員会の再編、変更も承認された。このう
ち、愛知県印刷会館新・増改築問題検討委員会は「建
設委員会」とし、引き続き白井紘一氏が委員長とし
て担当することになった。�
　〈愛知県印刷会館の件〉�

　w井理事長が白井委員長に代わり、経過を報告。
「老朽化していることもあり、来年度、再来年度中
に造り替えをしたい」と説明した。�
　〈今後の行事予定〉�
▽平成21年度中部地区印刷協議会下期会議＝２月19
日／キャッスルプラザ�
▽教育セミナー＝２月20日／ウインクあいち�
▽環境・経営革新セミナー＝２月24日／ウインクあ
いち�
▽企業見学会＝３月６日／北東工業㈱本社（大阪
市）・東大阪工場（東大阪市）�
▽愛知県印刷産業団体連絡会平成22年度総会＝３月
11日／愛知県印刷会館�
▽平成22年度技能検定＝３月上旬募集開始予定�
（公示が３月２日。組合からの案内は３月３日よ
り12日。希望者が多いため、３月19日に愛知県印
刷会館で抽選予定。これまで七会場で技能検定を
実施してきたが、今回は㈱桜井グラフィックシス
テムズ・岐阜工場でデモ機を使用して実施予定）�

▽平成22年度鉛・有機溶剤取扱者健康診断（前期＝
４月～９月（募集は３月上旬）�
▽新入社員セミナー（印刷会社の新入社員研修会）
＝４月３日／ウイルあいち（新入社員に限定）�
▽理事会等会議開催日程（略）�
　●報告事項�

　〈事業報告〉�

　平成22年新春印刷と関連業界新年互礼会（１月13
日／名古屋東急ホテル）／冊子購読の集約（「印刷
産業のための個人情報保護の手引き」「業態変革・
ワンストップサービス実践ガイドブックVer.2」）�
　〈その他〉�
　■第１回ポスターグランプリ�

　w井理事長がポスター展開催を計画していること
を明らかにした。その概要（実施要領案）は次のと
おり。�
▽名称＝第１回ポスターグランプリ�
▽対象＝大学生・専門学校生、高校生�
▽展示会場＝電気文化会館・５階西ギャラリー（名
古屋市中区栄二丁目2-5）�
▽開催日＝９月28日～10月３日�
▽テーマ＝「環境保護」（案）�
　w井理事長はポスター展開催の目的、狙いについ
て次のように語った。�
　「『COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）』
が10月11日～29日の間、名古屋国際会議場で開催さ
れるのに合わせる形で計画しました。我々の業界は
デザインと密接につながっています。できればこの
ポスター展を毎年続け、我々の業界に興味を持つ学
生を育成、掘り起こして行きたいと思います」�
　（なお、その他の件として、一部用紙代理店の商
行為に対する問題が提起された。重要な問題なので、
対応策が具体化された段階で詳報予定である）�

－ 4 －� － 5 －�

　愛知県印刷工業組合（　井昭弘理事長）は、２月

18日午後３時半より、愛知県印刷会館で、平成21年

度２月期理事会（第６回）を開いた。理事会では、平

成21年度決算見込み、今後の行事予定などが報告、

審議された後、　井理事長が「COP10（生物多様性

条約第10回締約国会議）」（10月11日～29日／名古

屋国際会議場）開催に合わせ、「環境保護」をテー

マとした「第１回ポスターグランプリ」を計画して

いることを表明するとともに概要（実施要領案）を

説明した。�

理事会のもようと�
挨拶する　井理事長�

愛印工・２月期理事会� 「第１回ポスターグランプリ」開催へ�
印刷業界とデザイン業界の発展が目的�

愛印工・２月期理事会� 「第１回ポスターグランプリ」開催へ�
印刷業界とデザイン業界の発展が目的�



再生紙・非木材紙、植林木使用紙、�
FSC商品およびECFパルプ製品など、�
常に環境を配慮した提案・提供を�
推進してまいります。�

は�
自然にやさしい紙の流通を目指します。�

　「PRINT NEXT 2010」運営委員会が
主催した「未来の印刷」大賞の表彰式が、
PRINT NEXT 2010開催中の２月６日東
京目白の椿山荘において行われた。同
賞は、小中学生から「未来の印刷」を
テーマに、絵と作文を募集したもので、
全国から52点の作品が集まった。�
　作文部門の大賞には、神奈川県横浜
市の菊池貴大さん（11歳）の「未来の
印刷」、絵部門の大賞には東京都葛飾
区の村本聖奈さん（14歳）の「未来の
合作」が選ばれた。　受賞者には、表
彰状と図書カードが贈られた。�
　【作文部門受賞者】（敬称略）�
▽最優秀賞　菊池貴大（11歳）「未
来の印刷」�
▽優秀賞　臼田眞子（10歳）「未来
の印刷」�
▽特別賞　新津波子（８歳）「私と
お父さんのゆめ」、杉山陽美（10
歳）「ゆめの印刷」�

　【絵部門受賞者】�

▽最優秀賞　村本聖奈（14歳）「未
来の合作」�
▽優秀賞　小川優希紀子（７歳）「そ
らとぶいんさつき」�
　水超清貴（11歳）「未来の印刷は
すごい」�
▽特別賞　吉田りこ（７歳）「くも
にいんさつ」、中橋洸太（９歳）
「未来のカード工場」、数代栞（12
歳）「未来の洋服づくり」�

　「ただいま」とぼくが寝た後にお父さんが夜遅
く帰ってきます。もっと早く家に帰ってきたらい
いのにと思います。そこで早く印刷できる機械で
やれば早く終わると思います。車だって軽自動車
とフェアレディーZのスポーツカーだと違うのと
同じです。そうすればお父さんは家にもっと早く
帰ってこられるのになとぼくは、考えました。�
　これから、これからの時代、何回も再利用がで
きる紙ができたら良いなとぼくは思います。�
　どうしてかというと、１年位たつと、写真とか
字が消えて白くなったら何回でも、くり返し使え
るからです｡�
　そうすれば教科書も１年位で白くなると、ノー
トに使えたりするからです。マンガの本も再利用
で、まとめてゴミ回収に出すほど重いので、運ぶ
のが大変です。白くなってもっと軽い紙で水にと
ける紙でマンガの本が出来たら、トイレで使う紙
にだって使えるからです。マンガの本は、一週間
に一冊で500ぺージ位あるので、一冊で一週間ト
イレの紙で利用できれば、今のトイレットペーパ
ーが、少なくなれば節約になるからです。�
　ぼくの考えた「未来の印刷」は、早く印刷でき
る高速の機械で、紙が１年位たつと色がなくなっ
て、再利用の出来る印刷があれば良いなあと思い
ました。�
　今度お父さんが働いている会社を見に行きたい
と思いました。�

　１月28日の平成21年度２次補正予算の成立を受け
て、「明日のための緊急経済対策」において決定され
た「景気対応緊急保証」が２月15日から開始された。�
　本制度は原則全業種が対象となっており、印刷・
同関連業もその対象となっている。�
　■景気対応緊急保証�
　①概要＝対象業種を一部の例外業種を除き、原則
全業種を指定。期間は緊急保証の期限を１年延長し、
平成23年３月31日まで。緊急保証の30兆円の利用枠
に、新たに６兆円を追加。�
　①対象＝指定された業種に属し、売上等の減少（基
準を緩和し、前年比▲３％）について市区町村長の
認定を受けた中小企業者が対象となる。印刷・同関
連業も指定を受けている。�
　②保証限度額＝対象業種の中小企業者は、金融機
関から融資を受ける際に一般保証（無担保保証は
8,000万円、普通保証は２億円）と別枠で、無担保
保証で8,000万円、普通保証で２億円まで。信用保
証協会の100％保証を受けることができる。�
　③期間＝平成22年２月15日から平成23年３月31日�
　④保障期間＝10年以内（据置期間は2年以内）�
　⑤保証料率＝0.8％以下�
　その他にもセーフティネット貸付を延長・拡充等
の措置を実施。�
　※申請等の具体的な手続きについては、緊急相談
窓口に問い合わせる。�
経済産業局　http://www.meti.go.jp/intro/data/a240001j.html�
信用保証協会　http://www.zenshinhoren.or.jp/access.html�
日本商工会議所　http://www.jcci.or.jp/�
㈱日本政策金融公庫　http://www.jfc.go.jp/�
㈱商工組合中央金庫　http://www.shokochukin.co.jp/�
中部経済産業局  TEL 052-951-2748
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 平成22年度 前期�
 鉛・有機溶剤取扱者健康診断�
検診場所 6オリエンタル労働衛生協会と調整�
 していただきます。�
※鉛・有機溶剤取扱者につきましては、それ�
　ぞれ年２回（６か月毎に１回）の受診が法�
　律によって義務付けられております。�
事業・行事 教育セミナー�
 「印刷会社の新入社員研修会」�
ところ ウイルあいち�
講　師：岩野 行雄氏�
　　 　JAGAT専任講師�
※新入社員とは入社３か月未満の社員です。�
事業・行事 平成22年度�
 通常総代会�
ところ 名古屋観光ホテル�
詳細調整中�

�
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●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 中部地区印刷協議会�
 上期会議�
ところ ホテル日航金沢�
詳細調整中�
事業・行事 中部グラフィックコミュニケー�
 ションズ工業組合�
 通常総会�
ところ プリンセスガーデンホテル �
詳細調整中�

�
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�

�
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「未来の印刷」大賞�
“印刷”を語る機会を提供�

「未来の印刷」�
菊地貴大�

「景気対応緊急保証制度」�
の創設について�
期間は、２月15日から来月３月31日まで�

「未来の合作」村本聖奈さん�
（14歳、東京都葛飾区）の作品�

受賞者の皆さん�



　中部地区印刷協議会（四橋英児会長＝岐阜県印刷工組理事

長／以下・中部地区協）の平成21年度下期会議（愛知県会議）

が、２月19日、「キャッスルプラザ」（JR名古屋駅前）で

開催されました。�

　下期会議には来賓、愛知、岐阜、三重、富山、石川の各県

工組の役員、事務局長など総勢51名が参加、全体会議、分科

会、業態変革実践事例発表会など、印刷業界の現状、全日本

印刷工業組合連合会（水上光啓会長／以下・全印工連）の活

動内容、課題（最低制限価格制度の導入、業態変革の実践）

などを討議しました。�

　このうち、分科会の「理事長会」の報告では、全印工連の

組織・委員会機構の変更を受け、

中部地区協の委員会も一部変更

されることが報告されました。

また、「最低制限価格制度に関

する各県工組の取組み」では岐

阜県印刷工組より、来る４月１

日から、最低制限価格制度が導

入予定であることが発表されま

した。�

　なお、全体会議に先立ち、故大河内信行氏（中部地区協顧

問／平成21年８月16日逝去）に黙祷を捧げました。�

　全体会議は、午前11時20分より開始されました。司会
は村瀬誠事務局長（愛知県工組専務理事）が務めました。�
　開催県として愛知県工組木野瀬吉孝副理事長の歓迎の
ことばに続き、四橋会長が次のように挨拶しました。�

　「『2010全日本印刷文化典in岐阜』が10月15日に開催
されます。実行委員会を立ち上げ、ポスター制作をはじめ、
順調に準備を進めています。キャッチフレーズは、時代
を反映した『乱世を生き抜く！／信長の革新性に学ぶ』で、

時宜を得たいろいろな企画を予定しています。ぜひ岐阜
の地へご参集をお願いしたいと思います」�
　また、印刷業界で課題となっている官公需の最低制限
価格制度にふれ、「（岐阜県では）今年の４月１日から
正式に施行される」ことを明らかにした上で、「一定の
最低制限価格制度よりも下の価格で入札すれば、大恥を
かいてしまいます。『これはイカン』ということで、『適
正な範囲内で競争しよう』という意識が私どもの業界に
できるのではないでしょうか」と述べ、最低制限価格制
度導入に期待感を表明した。�
　次に、来賓の全印工連のw井昭弘副会長（愛知工組理
事長）が挨拶に立ち、「非常に速いスピードで大変革が
起きていることを実感しており、大きな危機感を持って
います。従って、何らかの形で業態変革して行かなけれ
ばいけないということを皆様方も感じられていると思い
ますが、私自身も強く感じているのが現状です」と述べ
た後、「（全印工連の）水上会長から、話をまとめたも
の（挨拶文）をあずかっています。それを読ませていた
だき、私の挨拶とさせていただきたいと思います」と前
置きして、水上会長の話を代読した。�
　この後、全印工連の池尻淳一事務局次長が、全印工連
の下期事業について説明した。その要旨は次のとおり。�
�
�
�
　〈業態変革実践への取り組み〉�

　昨年11月に発行した「業態変革・ワンストップサービ
ス実践ガイドブックVer.2」は、すでに5,100冊以上の購入
があり、好評を得ています。しかし、業態変革をバック
アップするセミナー（「業態変革実践スタートアップ」「わ
が社のワンストップサービスづくりと実践」「社員力を
活かす業態変革の実践」など）の開催数は少なく、この
問題について「業態変革推進企画室」でも協議されました。
協議では、セミナー開催の必要性が再確認されると同時に、
組合員の危機感が薄いため、意識改革の必要性も指摘さ
れました。また、全印工連の業態変革に関する情報の流
し方も問題となりました。�
　業態変革推進企画室で協議された結論として、次年度は、

「業態変革・ワンストップサービス実践ガイドブックVer.2」
を中心としたセミナーを全国各県工組での開催、セミナ
ーや地区協などを通じてのガイドブックの拡販、実践例
を更に拡充、深堀して行くことなどがまとまりました。�
　〈平成21年度創造産業海外展開促進事業（印刷産業海

外展開促進事業）」の進捗状況〉�

　経済産業省より、創造産業海外展開促進事業、すなわ
ち「日本の印刷産業の海外進出の可能性を探る事業を行
ってはどうか」というアドバイスがあり、その事業を全
印工連が受託して6日本印刷産業連合会（以下・日印産連）
の各団体（「印刷工業会」は除く）と連携しながら取り
組んでいます。その事業内容は次のとおりです。�
　(1)検討委員会の開催、(2)カタログの制作、(3)展示会
等の開催、(4)海外市場調査、(5)事業報告書の作成�
　このうち、カタログは日印産連傘下の９団体の協力を
得て、40点の作品を掲載したものを制作しました。その
40点の作品を「ニューヨーク国際ギフトフェア2010冬展」
（本年１月31日～２月４日開催）に出展しました。�
　このような事業と並行して、「海外市場調査」という
ことで、米国、ブラジル、中国、インドを対象として、
４か国の現況とそれらの国への日本の中小印刷業の進出
の可能性を探る研究を行っています。�
　〈「景気対応緊急保証」について〉�

　平成21年度２次補正予算の成立を受け、２月15日より、
「景気対応緊急保証」が開始されました。�
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全印工連の組織変更に合わせ地区協の組織も変更�
取引の公正化に向け「取引公正化委員会」を新設�

■全印工連の下期事業�

挨拶する四橋英児会長�

下期事業を説明する�
池尻淳一事務局次長�

挨拶する全印工連�
　井昭弘副会長�

■中部地区印刷協議会�
平成21年度下期会議（愛知県会議）開催�
■中部地区印刷協議会�
平成21年度下期会議（愛知県会議）開催�

業態変革、官公需対策、環境問題などを討論�
全体会議、分科会などを通して課題解決を探る�
業態変革、官公需対策、環境問題などを討論�
全体会議、分科会などを通して課題解決を探る�

中部地区協下期会議�中部地区協下期会議�
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　今回の保証で特筆すべきことは、対象業種が793業種か
ら、例外の業種を除いて1,118業種に拡大されたことです。
印刷業、製版業、製本業、印刷加工業、印刷関連サービ
ス業の５業種も対象になっています。また、認定基準も
緩和（「前年比３％の売上減少」から新たに「２年前比
での３％売上減少」基準の導入）されています。�
　保証限度額は8,000万円（無担保）と２億円（有担保）。
信用保証協会が100％保証（責任共有制度の対象外）する
形になっています。�
　〈官公需対策について〉�

　本年１月６日付けで、鳥取県庁が最低制限価格制度を
導入しました。契約金額は20万円以上。そして、最低制
限価格の設定率は2/3から8.5/10です。鳥取工組の理事長
様によると、最低制限価格のラインを割り込んで失格と
なる業者が出ているとのことです。�
　先ほど四橋会長から、岐阜県では今年の４月１日から
最低制限価格制度が正式に施行されるとのお話がありま
した。岐阜県を含めると、合計で11の県庁で最低制限価
格制度ないしは低入札価格調査制度が導入されたことに
なります。官公庁は、横の連携を重視する傾向にありま
すので、これが最低制限価格制度導入に向けた運動の大
きな弾みになることを期待します。�
　ちなみに、低入札価格調査制度というのは、最低制限
価格制度と同じように、ある一定のラインで基準価格を
設けるのですが、　その基準価格以下であっても、すぐ
に失格にはなりません。業者から「なぜこういう見積も
りになったのか」ということを聞き、それが「正当」と
判断した場合には、落札をするという制度です。�
　低入札価格調査制度は。いろいろな言い訳が通ってし
まうという側面があります。従って、制度的には、自動
的にある基準価格を割り込んだ場合にはすべて失格に
なるという最低制限価格制度が有効ではないかと思い
ます。�
　〈その他／MUDと著作権〉�

　官公需問題は対象が県の用度課、管財課などとなるの
ですが、多くの県庁に福祉関係の課、ユニバーサルデザ
イン室などがあり、それらのセクションにMUDの理解の
促進をかねてビジネス展開すると、新たな需要の発生の
可能性があると考えられます。実際にMUDに関する官公
庁の仕事が増えているという状況もあります。�
　著作権の問題ですが、納品するデータ、あるいはPDF

の中の写真、テキスト、イラストなどを確認、管理して
いただきたいと思います。すべて自社で作成したもので
あれば問題はないのですが、一つでも外部から借りてい
るもの、外のイラストレータに描かせたものがあれば、
それはすでに印刷会社が自由にできるデータではありま
せん。その辺を充分に理解していただいて、官公需の仕
事に対応していただきたいと思います。視点を変えると、
印刷会社の側から官公庁に対して明確に説明する義務が
あると思います。�

　〈経営革新・マーケティング委員会〉�

　報告は出村明副委員長（石川県工組常務理事）�
　全印工連の日本洋紙板紙卸商業組合への「印刷・情報
用紙価格の地域間格差についてのお願い」にあるのですが、
高い地域は114％、低い地域が90％ということで、日本の
中でも24％の価格差があります。全印工連では、製紙メ
ーカー、紙卸商に対し、是正をするようにお願いをして
います。紙の状況に関連して、製紙メーカーの海外への
展開、輸入紙の増加傾向があり、今後、中小の印刷会社は、
この傾向を踏まえて日本の製紙メーカーとの価格交渉に
当たれば優位に立てるのではないか、との報告もありま
した。�
　部会活動についてですが、マーケティング部会、印刷
産業ビジョン研究部会が活動を進めており、全印工連か
ら近く報告書が出る予定なので、それをご覧いただきた
いと思います。また、日印産連がプライバシーマークの
審査機関になったので、ご利用いただきたいと思います。�
　「平成21年度経営動向実態調査」の結果（速報値）で

すが、前回と比べて回答率が減少しています。また、平
成12年には経常利益率が3.5％だったのですが、平成21年
は２％と下落しているのが実態です。�

　〈教育・労務委員会〉�

　報告は岡田忍委員長（岐阜県工組副理事長）�
　全印工連からの報告ということで、印刷営業士と管理
印刷営業士の講座、試験の開催に取り組んでほしいとの
要望がありました。�
　フォロー教育の企画・実施については、全国に12,000
名くらいの方が印刷営業士の資格を持っています。ただし、
当時の（試験）内容が現在と合致していない状況がある
ので、印刷営業士のフォロー教育の実施が必要となって
います。従って、フォロー教育（印刷営業士フォローア
ップ研修会）を積極的に開催をしていただきたいという
要望がありました。�
　都道府県技能検定委員研修の実施は、来月３月５日東
京で開催予定です。現状、試験の内容、設備面で地域差
があります。それを是正するのが目的です。基準を統一
しないと技能検定の意味がなくなってしまうからです。�
　労働関係法令の対応については、新たに「モデル就業
規則」を作成し、近く発刊する予定なので、これにより
勉強していただきたいという要望がありました。�
　本年４月１日から「改正労働基準法」が施行されます。
都道府県労働局、労働基準監督署や組合に詳しい資料が
揃っているので、早めの対応の要望がありました。�
　〈環境委員会〉�

　報告は細井俊男委員長（愛知県工組副理事長）�
　平成21年度「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」に
ついてですが、これは各都道府県知事（政令指定都市は
市長）に提出することになっています。提出していただ

くように、周知徹底をしていただきたいということです。
ただ、ある工組でアンケートをとったところ、回答が半
数以下。しかも、そのうちの３割ほどしか提出していな
かったということなので、実際にはほとんど提出されて
いないのが現状だと思われます。ですから、各組合で周
知徹底すること、「提出していますか？」と確認するこ
とが大事ではないかと思います。�
　平成22年度のグリーン購入法・調達判断基準の見直し
及び説明会開催ですが、説明会は、北陸地区では２月に
終了しています。東海地区（名古屋市）では３月11日（名
古屋市工業研究所）に説明会があります。ただし、調達
判断基準の見直しが複雑で、資料にも書いてありますが、
表を見るのが嫌になるくらい複雑な計算がされています。
実際、総合基準で80点という基準が本当に達成できるのか、
また果たしてそれだけの用紙が製紙メーカーから供給さ
れるのか、非常に疑問ではないかと思われます。討論の
中で製紙会社としては、グリーン購入法上、義務付けら
れているから表示しているという態度であり、お客様に
お知らせをするという態度ではない、という話も出てい
ました。他県では、すでに官公需、印刷で資材、確認等
の提出が求められているところがあると聞いています。
非常に今後、我々にとって、厳しい状況が続くと思われ
ます。�
　第８回印刷産業環境優良工場表彰については、全印工
連からは15社の応募があり、そのうち９社が受賞するこ
とができました。ぜひ第９回の応募の周知徹底をお願い
したいと思います。�
　GP工場認定申請募集とインターネットを活用した
ISO14001取得支援事業（環境経営印刷ネットワーク）へ
の参加募集に関しては、これは組合員のプラスにもなり

－ 10 －� － 11 －�

■分科会報告�

経営革新・マーケティング委員会�

環境委員会�

教育・労務委員会�

経営革新・マーケティング委員会�

環境委員会�

教育・労務委員会�



－ 12 －� － 13 －�

　㈱光文堂代表取締役小澤久隼氏が病気療養中のと

ころ薬石効なく１月26日午前７時10分逝去された。

享年68歳。�

　通夜は１月27日午後６時から、告別式は28日午前

11時から名古屋市千種区「いちやなぎ中央斎場・春

夏秋冬の間」において、社葬として執り行われた。

北は北海道から南は沖縄まで、多数の人が弔問に訪

れ、最後の別れを惜しんだ。�

　葬儀は、葬儀委員長に各務芳樹㈱光文堂代表取締

役会長が務めた。喪主は小澤弘子さん。�

　告別式で、各務葬儀委員長が「小澤くんは昭和35

年３月に㈱光文堂に入社して、活版印刷時代の機材

の販売で研鑚を積みながら、全国各地の支店長を経

験し、私の後を継ぎ、平成９年に代表取締役社長に

就任。くしくも今年は小澤君の勤続50周年の年にあ

たり、本人もこの３月を心待ちにしていた。�

　小澤くんは、ずば抜けた決断力と実行力の持ち主

であると同時に、大変忍耐強い人でもあった。�

　私にとってはかけがえのない大切な同士を失い、

大変残念である。残された社員一同、小澤君の意思

を継ぐべく、社業の発展のため、努力、邁進する所

存である」と述べた。�

　友人代表として、沖縄県の丸正印刷㈱興那覇正俊

代表取締役社長が弔辞を述べた後、社員を代表して

讃岐秀昭代表取締役専務が「この大変厳しい時代で

すが、小澤社長のもと、光文堂は印刷機材の総合商

社として安定的に成長してきました。小澤社長を太

陽として、また、活動力の原点として、全社員が一

つにまとまって今日まで歩んできました。ずっとず

っとご一緒に仕事ができるものと思っておりました。

心残りは、ゆっくりしていただくことができなかっ

たことです。申し訳ありません。これからは全社員

の英知を結集して、小澤社長のご遺志をしっかり受

け継ぎ、邁進してまいります」とお別れの言葉を述

べた。�

ますので推進していただきたいということです。ただ、
これも周知徹底をしていますが、いまから取得するとこ
ろが増えるかどうか…その辺をどのようにクリアして行
くのかが課題だと思われます。また、グリーンプリンテ
ィングのGPマークをどのように周知徹底し、取得してい
ただくよう推進して行くのか話し合いました。�
　カーボンフットプリント「出版・商業印刷物」（中間材）
PCR策定は、２年後には正式に運用されますので、それ
までにCO2の算出を可能な限り試算をしてほしい、とい
うことです。算出方法にはソフトの問題があります。業
界にとっては厳しいものになると思われます。ただ、環
境が厳しい中、先手を打って、整備を行い、逆に武器と
して商売をして行けば、良い結果が得られる可能性もあ
ると思われますが、組合として、規模やいろいろな面で、
組合員全員への周知徹底は難しいのが現状である、とい
うことが話し合われました。�
　〈組織運営委員会〉�

　報告は楠行博委員長（富山県工組常務理事）�
　MUD事業の推進についてですが、今回（第３回）のコ
ンペティションには、一般133作品、学生40作品の合計
173作品の応募がありました。前回が352作品ですから、
半減しています。ただし、内容的にはかなり向上してい
るとのことです。第４回コンペティションは、本年２月
22日から５月21日まで募集を行いますので、ご協力お願
いしたいと思います。�
　全印工連組合員異動状況と印刷業事業所数（工業統計）

の推移ですが、現在の組合員数は１月１日現在、6307社。
今年も149社減少しています。�
　平成22年度税制改正（中小企業関係）は、中小企業を
中心とする設備投資の促進、小額減価償却資産の特例の
延長。この２つがメインであると思いますので、参考に
してください。�
　〈共済事業委員会〉�

　報告は畠山三恵子委員長（三重県工組専務理事）�
　各種共済制度の運営状況については、メインの生命共
済制度ですが、組合員の手数料収入は契約金の10,000円
当たり、0 . 6円で計算されるため、１月分までは
25,799,190円が、各工組の中に分割して交付されます。そ
れから、災害補償共済、設備共済、医療共済ともに交付
金が発生しますので、加入促進をお願いしたいと思います。�
　この共済制度の加入促進は、共済委員だけでやるので
はなく、若手経営者、保険会社はもちろんなのですが、
組織と協力し合って行っていくのが、メリットがあるの
ではないか、という結論です。�
　〈理事長会〉�

　報告は富山県工組の須垣純夫理事長�
　全印工連の組織・委員会機構の変更にともない、中部
地区協の新年度の組織構成、そして役員について協議し
ました。組織につきましては、経営革新・マーケティン
グ委員会、それから環境委員会、そして組織・共済委員会、
この３つは全印工連の組織に従って、常設委員会とします。
それに加えて、教育・労務は必要だということで、これ

も委員会の一つにしてあります。官公需問題委員会は「取
引公正化委員会」という名称で新設しました。これは官
公需問題だけでなく、民間も含め、取引の公正化を図る
ために設けたものです。したがって、地区協としては、
５つの委員会のもとで運営して行くことになります。�
　役員については、会長に岐阜県工組の四橋会長を再任
しました。副会長は、各県工組の副理事長ですが、愛知

県工組は木野瀬副理事長が副会長となります。幹事につ
いては、各委員会の委員長及び副委員長が就任すること
になりました。顧問については、林初彦顧問より辞任の
申し出があり、今後顧問はなしとなります。�
（なお、水上会長の挨拶、「最低制限価格制度に関する
各県工組の取組み」の報告、「業態変革実践事例発表会」
は誌面の都合で、次号に詳報致します）�

訃報�

㈱光文堂代表取締役社長�

小澤 久隼氏逝去�

組織運営委員会� 共済事業委員会�組織運営委員会� 共済事業委員会�
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巻頭言�

　最近友人から面白い言葉を聞かされました。�

　多くの人は「考える」「考えている」と言い

ながら、何も考えていないんだ。�

　それは、「考えている」のではなくて「悩ん

でいる」だけなんだと…。�

　そう言われてみると確かに自分も「考える」

行為と「悩む」という行為が、ぐちゃ混ぜにな

ってるなと、納得してしまいます。�

　僕たちは本当に考えているのかな？�

　ただ悩んでぐちぐち文句ばっかり言ってるん

じゃないのかな？なんて反省しきりです。�

　マザーテレサが、「愛情」の反対言葉は「無

関心」です。と言いましたが、ある人が「成功」

の反対言葉は「無行動」だ。と言っていました。�

　この「無関心」「無行動」はどうして起きる

んだろう？�

　それは多分、「面倒くさいから」という答え

が返ってきそう。恐ろしいなぁ。�

　混沌とした、この現在の環境の中で、「悩む」

「無関心」「無行動」を、「考える」「関心を

持つ」「行動する」という言葉に代えてみるだ

けで、ちょっと元気になれるような気がしませ

んか？�

　今、組合ではいろいろな情報を発信し、いろ

いろなセミナーを開いていますが、只情報を集

める、只セミナーに参加するだけではなく、そ

の三つの言葉を実践できるよう、自分自身を奮

い立たたせることが、まず最初にしなければな

らないことではないかと思っています。�

　さあ、一歩踏み出しましょう。�

最近気に入っている「言葉」たち�

マーケティング委員長　鬼頭　則夫�
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　富士フイルム㈱は、重点事業の
グラフィックシステム事業の主要
製品であるオフセット印刷用刷版
材料「サーマルCTP版」で、経済
産業省、関係省庁が推進する「カ
ーボンフットプリント」の表示の
使用許諾を得た。今回の使用許
諾は、印刷関連資材としては初
めてとなる。今春に発売が予定さ
れている環境配慮設計プレート
「ECONEX XP－F」より、「カ
ーボンフットプリント」の表示を
進める。 �
　富士フイルムは、これまでも環
境負荷の軽減や省資源を目的とし
た環境配慮設計に取り組み、製品
の環境品質の向上を図ってきた。
印刷用刷版材料においては、吉田
南工場のPS版／CTP版生産工程で
発生するテストサンプルや端材な
ど製品として使用されない廃材ア
ルミニウムを再び同じ製品に再生
する「クローズドループリサイク
ル体制」を推進するなど、CO2排

出量の軽減を実現している。また
21年より経済産業省及び関係省庁
が推進する「カーボンフットプリ
ント制度試行事業」に参加し、カ
ーボンフットプリント普及に向け

た活動を実施している。 �
　「カーボンフットプリント」は、
製品の①原材料調達、②生産、③
流通・販売、④使用・維持管理、
⑤廃棄・リサイクルまで、ライフ
サイクル全体の温室効果ガスを
CO2量に換算し、マークを使って
分かりやすく表示するもので、今
回、サーマルCTP版で「カーボン
フットプリント」マークの使用許
諾を得たことを受け、まずは、従
来品よりも現像液の補充量を最大
40％削減し世界トップクラスの低
廃液量を実現する「ECONEX XP
－F」から同マークを表示していく。
また、順次、「ECONEX XP－F」
以外のサーマルCTP版での表示も
展開していく予定である。 

■暖かな日が続いているせいか、
横断歩道の脇の花壇の梅の花が咲
き始めた。誰が世話をしているの
かわからないが、毎年咲いている。
満開とまではいかないが、幾日か
すれば満開になるだろう、いまか
ら楽しみである。■今月は、中部
地区印刷協議会・平成21年度下期
会議」の模様を報告しています。
会議では、全体会議、分科会、業
態変革実践事例発表会など、身の
ある会議が行われましたので、今
月号と来月号にまたがり報告しま
す。ご期待ください。■理事会が
開催され、第１回の「ポスターグ
ランプリ」（テーマ：環境保護）

の実施要項（案）が示されました。
「デザインに興味を持つ大学生、
専門学校生、高校生などを対象に
グラフィックデザインの作品コン
ペを通じて、デザイン力の向上を
図ることを目的としています。同
時に、将来性のあるデザイナー育
成の登竜門として位置付け、印刷

産業界とデザイン関連業界の発展
を支援します」ことを目的として
います。応募締切は、８月31日に
なっています。入賞作品展の展示
は９月28日から10月３日、電気文
化会館キャラリーで行います。そ
の他、具体的な事項が決まり次第
報告させていただきます。�

■TOPICS

 富士フイルム印刷関連資材で初�

「カーボンフットプリント」の表示�
（サーマルCTP版）をスタート 

事務局だより�

カーボンフットプリント�
１ケースのCO2換算量�
のマーク�

算出した「CO2量」を表示�

オフセット印刷用刷版�
材料「サーマルCTP版」�
の「カーボンフットプリ�
ント」表示�

〈参考〉カーボンフットプリントマークを貼付した店頭販売製品�

　　　カーボンフットプリントマークを貼付で全国で第１号と�

　　　なった日本ハムの製品�

環境配慮設計プレート「ECONEX XP－F」�


